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粒子線・免疫治療のための遺伝子分析を目的とする研究である。まず遺伝子分析につき、ヒトの網膜色素

上皮（RPE）細胞に炭素線と X 線を照射して遺伝子分析を行い、線質による遺伝子発現の差異を観察する。 
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1. 緒言 

粒子線・免疫治療のための放射線生物学基礎研究に最新の観察

分析手法である RNA 次世代シーケンス解析を適用した。具体

的には、RPE 細胞に X 線(3Gy)と炭素線(1Gy)を照射、照射後 24

時間で細胞を回収し RNA を抽出、そこから RNA 次世代シーケ

ンス解析を行い、炭素線特異的な遺伝子発現変化を観察した。

線量は照射後の細胞生存率を合わせるために X 線と炭素線の一

般的な生物学的効果比が 3 であることからそれぞれ 3Gy, 1Gy とし

た。 

 
2. 実験 

RPE 細胞を播種し、細胞播種の翌日に X 線と炭素線による照射を行なった。照射

後 24 時間後に RNA iso plus を用いて細胞を回収。細胞回収液から RNA を抽出

し、RNA 次世代シーケンス解析を行った。また、念の為に RNA 回収までの予備実

験を事前に行った。細胞播種から RNA 回収まで同じ手順で行い Bioanalyzer による

品質確認の結果、高品質の RNA を抽出することができた。 

 

 
 
3. まとめ 
RPE 細胞に X 線と炭素線を照射し、RNA 次世代シーケンス解析により炭素線特異的な遺伝子発現変化を観

察した。また、事前に準備実験を行った。具体的には同じ手順を行い高品質な RNA が抽出できるかを確認し

た。当日は最新の結果を解析したものを報告する。 
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